
• 適用範囲：盛土高20m以下の塩害およ

び凍結防止剤の影響を受ける補強土壁。

• 特に効果の高い適用範囲：塩害の影響度

合いが激しいとされる海岸線から100m

以内の箇所。

• 経済性：従来の補強土壁に比べて16.56%

向上する。

• 工 程：従来の補強土壁に比べて17.78%

短縮。

• 品 質：発錆の可能性がなく、塩害および

凍結防止剤の影響に強いため、耐久性の

向上が図れる。

「塩害対策用アデムウォールパネル」は、補

強土壁に用いるビニロン短繊維を混入し

た無筋コンクリートパネルで、鉄筋を使用

しないため腐食の懸念がなく、塩害の影響

度合いが激しい沿岸部のほか、路面に播い

た凍結防止剤の飛散の影響に対する耐久

性が高いことを特長としています。

活用の効果塩害対策用アデムウォールパネル

塩害対策用
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ビニロン短繊維 短繊維混入コンクリート

アデムウォールの構造

塩害対策用アデムウォールパネルの適用例
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塩害の影響地域区分Bに分類される沿岸部で2013～2015年に構築された塩害対

策用アデムウォールの経過観察を行った結果、海岸線から100m以内の箇所にある

パネルに劣化や損傷はなく、耐久性に優れていることが確認されました。

海岸線から80m（2015年施工） 海岸線から100m（2014年施工）

海岸線から30m（2013年施工） 海岸線から0m（2014年施工）


